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「丹後の海 育成岩がき」出荷に向けての分割作業（4 月13 日撮影）

舞鶴市は「SDGs 未来都市」に選出され、
IT を活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしを目指しています。

市公式 Instagramは
こちら

 特集　令和４年度  市の財政事情

新型コロナウイルス感染症に
関する相談先

かかりつけ医など、地域の身近な医療機関  平日の診療時間
きょうと新型コロナ医療相談センター（☎ 075・414・5487）  24時間365日対応

# ヅルいい舞鶴
# my ヅルいい

舞鶴、
良い。



「

　
い
ま
だ
に
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

人
々
の
生
活
は
一
変
し
、個
人
も
企
業
も
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
予
防
策
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。市
役
所
も
例
外
で
は
な
く
、マ
ス

ク
の
着
用
や
消
毒
液
の
設
置
は
も
ち
ろ
ん
、カ

ウ
ン
タ
ー
の
ロ
ー
ル
ス
ク
リ
ー
ン
や
ア
ク
リ

ル
板
の
設
置
な
ど
で
感
染
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、人
と
の
接
触
を
減
ら
す
た
め
、

急
速
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
。
市
で
も
こ
の

３
月
に「
舞
鶴
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」を
策
定
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
浸
透
で
市
民
生
活
が
よ
り

良
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
中
で
既
に
導
入
し
て
い
る

の
が
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
。Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
と
は
人
工
知
能
を
活
用
し
た「
自

動
会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
こ
と
で
、市
で
は

令
和
２
年
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。
市
役

所
が
開
い
て
い
な
い
時
間
帯
や
休
日
で
も

問
い
合
わ
せ
で
き
、ま
た
電
話
よ
り
も
気
軽

に
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
て

い
る
た
め
、質
問
内
容
な
ど
の
デ
ー
タ
を
蓄

積
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
回
答
の
精
度
が
あ
が
り
、

複
雑
な
質
問
に
も
回
答
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
特
徴
で
す
。ま
た
、回
答
で
き
な
か
っ

た
質
問
を
学
習
し
、よ
り
多
く
の
質
問
に
回

答
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
１
年
半
運
用
し
、８
，０
０
０

人
以
上
の
利
用
と
２
万
５
，０
０
０
件
以
上

の
質
問
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
や
引
っ
越
し
に
関
す
る
質
問
が
多
く
、ま

た
、生
活
に
密
着
し
た
ご
み
に
関
す
る
質
問

も
多
数
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
、４

月
か
ら
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
で
は「
ご
み
の
捨
て

方
」で
調
べ
る
と
ほ
か
の
質
問
と
の
混
在
や

「
分
別
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
」へ
案
内

さ
れ
る
だ
け
で
し
た
が
、今
度
の
シ
ス
テ
ム

は
捨
て
た
い
ご
み
を
入
力
す
る
と
ど
の
よ

う
に
捨
て
れ
ば
良
い
か
直
接
教
え
て
く
れ

No.99

シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
新
し
く
な
っ
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
な
ど
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
を
よ
り
身
近
に

進
化
す
る
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
進
化

ＳＤＧｓ未来都市

▲ＡＩチャットボットに質問する市民
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る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
と
連
携
し
、よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム

に
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

も
向
上
し
て
い
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
た
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録

証
明
書
な
ど
の
自
動
発
行
機
、お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、西
支
所
と
本
庁
を
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結
ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
を
導
入
し
ま
し
た（
15
㌻
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
保
険
証

と
し
て
の
利
用
や
公
金
受
取
口
座
の
登
録

　
デジタルを活用して市民と行政のコミュニケーションを支援

　人口減少や少子高齢化による人口構造の変化が進む中、人手
不足解消にはデジタル化を進めていくことが喫緊の課題です。
　今回、弊社が導入した「AI チャットボット住民窓口 Edia（エ
ディア）」は、職員になり代わり、市民からのさまざまな問い
合わせに的確にお答えするため、Edia を利用する約 80 自治
体の住民から寄せられた質問を AI に学習させています。単
独の自治体で運用するよりも、効率的かつ急速に AI を賢く
することができます。AI は学習を繰り返して賢くなっていき
ますので、どんどん質問してみてください。
　また、ウィズコロナの時代には、さらにデジタルを活用し
た「市民と行政とのコミュニケーション」が重要になってい
きます。舞鶴市ではコンビニでの証明発行サービスをいち早
く取り入れられていますが、今後は市民が使いやすいデジタ
ルツールを整備することが必要だと考えます。弊社では市民
と行政をつなぐスマートツールとして、LINE を活用したサー
ビスを展開。市民の欲しい情報に絞って提供する「セグメン
ト配信」や、まちの不具合を報告する「通
報機能」など、快適・便利で愉快なスマー
トツールで、舞鶴市の DX 推進を支援
していければと考えています。

CAMEL 株式会社
Sales Manager
羽渕 英樹さん

が
始
ま
り
、デ
ジ
タ
ル
化
が
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、デ
ジ
タ
ル
化
が
生
活
に
浸

透
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、人
と
人
と
の
関

係
が
不
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
理
的
な
接
触
を
減
ら
し
、感
染
症
を
予
防

し
な
が
ら
関
係
性
の
密
は
維
持
し
、サ
ー
ビ

ス
の
質
を
落
と
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
と
役
割
分
担
し
つ
つ
、ビ
ヨ
ン
ド

コ
ロ
ナ
社
会
で
の「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
心
が

通
う
便
利
で
心
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

人
と
デ
ジ
タ
ル
の
役
割
分
担

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
使
い
方

　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
下
の
ヅ
ル
い
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
画
面
が
開
く
の
で
、下
の
検
索
欄
に
調

べ
た
い
単
語
を
入
力
。

こ
こ
を
押
す
↙

こ
こ
に
調
べ
た
い
単
語
を
入
力
↙

ご
み
分
別
ガ
イ
ド
を
押
す
と

分
別
専
用
の
チ
ャ
ッ
ト
に

　
ＡＩ

チャットボット

　

職　員

収集
分析

市　民

施策に反映

365 日・24 時間対応

問い合わせ

質問データ

回答精度向上

　

相談機能の
充実・強化

　

　

　

　

4月に

リニューアル!
さらに便利に!
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予
算

市
税
な
ど
の
毎
年
度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く

る
よ
う
な
収
入
に
対
し
扶
助
費
な
ど
経
常
的

な
支
出
に
ど
の
く
ら
い
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
か
を
示
す
も
の
を
経
常
収
支
比
率
と
い
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
な
ど
が
一
定
整
備
さ
れ
、優
先

す
べ
き
施
策
が
福
祉
や
子
育
て
、教
育
な
ど

の
充
実
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、多
く
の
自
治

体
で
も
経
常
収
支
比
率
は
総
じ
て
上
昇
傾
向

で
す
。

今
後
も
市
税
収
入
な
ど
が
減
少
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
財
源
確

保
や
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、収
入
と
支
出

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
必
要
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■ 

建
設
地
方
債
の
新
規
発
行
額
を
抑
制

建
設
地
方
債
は
、道
路
・
河
川
の
整
備
や
災
害
復

旧
な
ど
、一
度
に
多
額
の
費
用
が
必
要
な
時
に
借
り

入
れ
る
お
金
で
す
。

地
方
債
に
は
、数
十
年
に
わ
た
り
使
用
す
る
施
設

を
、今
の
税
金
を
納
め
て
い
る
世
代
だ
け
が
負
担
す

る
の
で
は
な
く
、施
設
を
使
用
す
る
次
の
世
代
に
も

負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
世
代
間
の
公
平
性
を
保

つ
機
能
も
あ
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
道
路
や
河
川
、

生
活
に
密
着
す
る
清
掃
事
務
所
等
の
大
型
施
設
の

整
備
な
ど
で
残
高
は
増
え
ま
し
た
が
、返
済
額
よ
り

少
な
い
借
入
額
と
す
る
こ
と
で
、将
来
世
代
の
負
担

を
抑
制
す
る
予
算
の
編
成
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

■ 

基
金
の
取
り
崩
し
額
の
抑
制

基
金
と
は
、災
害
な
ど
予
期
せ
ぬ
支
出

や
税
収
等
収
入
の
減
少
、公
共
施
設
の
整

備
な
ど
に
備
え
る
舞
鶴
市
の
貯
金
で
す
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
設
の
整
備
な

ど
、将
来
に
向
け
て
必
要
な
投
資
に
活
用

す
る
一
方
で
、残
高
に
も
留
意
し
つ
つ
運

営
を
行
っ
て
お
り
、現
在
の
基
金
残
高（
予

算
）は
約
９５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症と向きあってきた約2年間で、私たちは生活様式の変更などの影響
を受けてきました。引き続き感染予防と拡大防止に努め、皆さまの声を聴きながら事業や生活・
暮らしを支援し、感染症に打ち勝ち乗り越える持続可能な「ビヨンド・コロナ社会の構築」と「Ｉ
Ｔを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向け、令和4年度は未来への投資とな
る新たな事業展開などにも取り組む予算としました。

●中保育所と私立中舞鶴幼稚園を機能統合した、公私連
携幼保連携型認定こども園の整備

●フレアス舞鶴に舞鶴版マザーズジョブカフェを開設
●高い消防機能を備えた西消防署整備と東消防署の 

災害対応能力強化

●行政手続のオンライン化を推進するDX推進事業
●図書館整備の基本方針を示す基本計画の策定
●ＪＲ西舞鶴駅西口の公共交通機能集約に向けた 

駅前広場整備

持
続
可
能
な
財
政
に
向
け
て

舞
鶴
市
財
政
の
現
状

舞鶴市の決算の推移（一般会計）

建設地方債の推移［決算］

※第7次舞鶴市総合計画で想
定した数値96.7％より低く
抑えることができています。

今年度予算の
ポイント

（単位:億円）

収
入
支
出

経常収支比率
（収支の比率）

150
H30 R1 R2

95.6
% 93.9

%

95.1
%

200

190

180

170

160

210

100
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

272
262

254

222
214

205 203 200 205
199 197 197 200 197 200

200

300

基金
取り崩し額

基金残高
（予算）

R2

81億円 83億円
95億円

R3 R4

9
億円

9
億円

9
億円

節約に努め、決算時には

0.5億円に削減
歳出抑制や財源確保に努め

同程度を維持

繰入額は
決算時に確定

基金取り崩し額（予算）

基金取り崩し額（決算）

基金残高（予算）

（単位:億円）

令
和
４
年
度

市
の
財
政
事
情

42022 広報まいづる 5月号



市税
114億1,160万円

（31.7％）

扶助費
81億2,792万円

（22.6％）

人件費
68億9,833万円

（19.2％）

物件費
53億8,363万円

（15.0％）

普通建設事業費
39億4,069万円

（11.0％）

公債費
38億1,013万円

（10.6％）

繰出金
33億8,778万円

（9.4％）

補助費等
33億7,940万円

（9.4％）

投資及び出資貸付金
7億2,803万円

（2.0％）

維持補修費・予備費
2億3,090万円（0.6％）

積立金
6,478万円（0.2％）

地方交付税
67億9,200万円

（18.9％）

国庫支出金
65億4,180万円

（18.2％）

府支出金
31億5,766万円

（8.8％）

地方消費税交付金
17億8,560万円

（5.0％）

繰入金
9億9,142万円（2.8％）

諸収入
7億4,349万円（2.1％）

使用料及び手数料
7億543万円（2.0％）

歳　入
総額

359億5,159万円

歳　出
総額

359億5,159万円

その他
11億9,079万円（3.2％）

市債
26億3,180万円

（7.3％）

★当初予算の詳しい内容は、市ホームページでも紹介しています。

「ビヨンド・コロナ社会」の構築につながる
「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」
を実現させる施策を推進

　令和４年度は、第 7 次総合計画・前期実行計画の最
終年度で、後期実行計画につながる重要な年です。城下
町、赤れんが、引き揚げなどの歴史・文化を生かしたま
ちづくりや、都市部と舞鶴をつなぐ海路、陸路のネット
ワーク強化など、国や府、教育機関、企業などと連携し、
ビヨンド・コロナ社会の構築につながる「ＩＴを活用し
た心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向け、
３つのまちづくり戦略で重点施策と位置付ける子育て、
教育、医療、福祉、防災、地域経済の活性化などに戦略

特別会計（予算）  　184 億 3,666 万円 前年度との比較 3 億 5,002 万円 増↑
国民健康保険事業会計 79 億 628 万円 1 億 9,168 万円 増↑
貯木事業会計 200 万円 10 万円 減↓
駐車場事業会計 4,904 万円 3,335 万円 減↓
介護保険事業会計 90 億 769 万円 1 億 249 万円 増↑
後期高齢者医療事業会計 14 億 7,165 万円 8,930 万円 増↑

公営企業会計（予算） 　117 億 3,110 万円 前年度との比較 4 億 3,798 万円 減↓
水道事業会計 33 億 8,780 万円 4,800 万円 増↑
下水道事業会計  72 億 7,265 万円 4 億 9,695 万円 減↓
病院事業会計 10 億 7,065 万円 1,097 万円 増↑

一般会計（予算） 前年度との比較 1 億 433 万円 増↑359 億 5,159 万円

的・効果的に取り組みます。
　前年度よりも増額した予算としつつ、事業の推進にあ
たっては、魅力ある返礼品づくりなどによる「ふるさと
納税」の利用拡大や、国・府などさまざまな機関の補助
金の確保にも努めます。また、将来世代の負担を抑制し、
経済事情の変動や災害などにもしっかりと対応できる体
制を整え、健全で持続可能な財政基盤を将来世代に引き
継ぐため、財政規律を働かせた戦略的な予算編成を行い
ました。
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感染症に打ち勝ち乗り越える持続可能な「ビヨンド・コロナ社会の構築」と、
「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向けて

舞鶴版マザーズジョブカフェ
推進事業費

舞鶴市SDGs未来都市
推進事業費

ＤＸ推進事業費

幹線道路整備事業費 交通安全推進事業費

働きたい女性や子育て世代らをターゲットにした
「舞鶴版マザーズジョブカフェ」を開設。男女共同
参画センター「フレアス舞鶴」をコワーキングスペー
スとして活用し、託児ルームで短時間の一時預か
りを行い、スキルアップのための学びの時間やリ
モートワークなどの時間を確保できるよう支援し
ます。

教育機関や企業などとの多様な連
携のもと、新たな技術を積極的に活
用し、便利で快適に暮らせるまちの
実現を目指します。
❖共助による移動手段（m

ミ ー モ
eemo)導

入に向けたM
マ ー ス

aaS推進事業費
❖赤れんがコワーケーション推進事

業費
❖産官学連携によるICTを活用した

防災・減災システム導入事業費
❖AI・ロボティックス業務効率化推

進事業費

市役所窓口の開庁時間や申請場所
にとらわれず、申請から手数料など
の支払いまでオンラインで完結でき
るサービスを導入し、さらなる利便
性の向上を目指すため、対象となる
申請手続きの選定や環境整備を行
います。

次世代の社会基盤整備
として、国道や府道を補
完する幹線市道の整備
を実施します。

長期化する大規模災害にも対応可能な防災拠点と
するため、東消防署の災害対応能力を強化する整備
と、中出張所を統合し、高い消防機能を備え新たな
防災拠点となる西消防署の整備を実施します。

587万円

4,693万円

3,150万円

西消防署整備事業費

1億1,700万円

2億1,900万円 6,290万円

消防施設整備事業費

1億4,858万円

940万円

文化芸術まちづくり事業費
府北部で最大規模の充実した文化施設である総合文
化会館をはじめ、市内各地において、幅広い舞台芸術、
質の高い文化芸術に触れる機会となる、芸術・文化鑑
賞事業、体験事業などを実施します。

2,660万円
赤れんが３号棟２階にあるコワーキングスペース

携帯電話で申請手続きをしている様子（イメージ）

幹線道路整備を進める和泉通線周辺の様子

災害対応能力を強化する東消防署

総合文化会館で合唱練習を行う様子

中総合会館５階にあるフレアス舞鶴

交通・観光拠点として機能強化を行う西舞鶴駅前
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令和４年度重点事業

主な事業
「ＩＴを活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らし」の実現に向け
「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまちづくり」「活力あるまちづくり」
の３つのまちづくり重点事項を推進します。

公私連携幼保連携型
認定こども園等整備事業費

移住定住の推進

浸水・治水対策の
推進

まちづくり推進事業費

地方創生拠点整備事業費

まいづる産品ブランド力向上事業費

有害鳥獣被害防止対策事業費

私立中舞鶴幼稚園と築40年以上経過している中保育所を機能統合し、
新たに「公私連携幼保連携型認定こども園」として中総合会館周辺に整
備し、将来を見据えた持続可能な質の高い教育・保育の提供体制を構
築します。

移住定住の流れをさらに飛躍させるため、移住定住ガイドブック・ポー
タルサイトによる情報発信機能などの充実や移住相談会の開催、本市に
移住する際の空き家の改修費補助などきめ細やかな支援を行います。

府高野川整備事業と連
携した内水排除ポンプ
の整備（下水道事業会
計）、河川・水路などに
ある排水口への逆流防
止施設設置、浸水被害
を引き起こしている箇
所の河川整備（一般会
計）など、総合的な浸水
被害対策を実施します。

駅を中心とした利便性が高い新たな生活様
式に対応したまちづくりを推進するため、
西舞鶴駅の交通・観光拠点としての機能強
化と、鉄道と市内公共交通の結節点として
の機能強化に向けた西口駅前広場の整備を
進めます。

赤れんがパークを中心としたエリアを、日本海側を代表する一大交流
拠点とするための整備を実施します。
※防衛省の「まちづくり支援事業」を活用

ふるさと納税の返礼品や土産品などのまいづる産品のブランド力向上
を促進するため、新たな商品開発や情報発信力の強化などに取り組む
市内事業者を支援します。

これまでの捕獲と防除による対策に加え、新たに「有害鳥獣対策モデル
事業」で得られた知見に基づき、地域主体で行う農地周辺の環境調査
や捕獲通報装置の整備などに対して支援します。

9,842万円

5,631万円

8億1,264万円

8,071万円

2億8,257万円

600万円

6,929万円

保育士と子どもが遊んでいる様子

１
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

日本海側を代表する一大交流拠点を目指す赤れんがパーク

３
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

整備中の大手ポンプ場

２
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

交通・観光拠点として機能強化を行う西舞鶴駅前

7



「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
」手
続
き
は
お
早
め
に

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
令
和
3
年
1
月
以

降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を
対
象
と
し
た

給
付
金
を
支
給
。

❖
非
課
税
世
帯
…
既
に
市
か
ら
確
認
書
を
送

付
済
み
で
す
。給
付
を
希
望
す
る
人
は
、内

容
を
確
認
し
、確
認
書
に
記
載
の
期
日
ま
で

に
市
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
、収
入
が
非
課
税
世
帯
相
当
に
減
少
し

た
世
帯
…
福
祉
企
画
課
、西
支
所
、加
佐
分

室
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。申
請
は
9
月
30
日
㈮
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】臨
時
特
別
給
付
金
担
当（
福

祉
企
画
課
内
、☎
68
・
９
０
１
２
）

ま
い
づ
る
観
光
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン

　
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
新
た
な
管
理
運
営
に

伴
う
観
光
客
の
増
加
を
見
据
え
、ま
ち
な
か

へ
の
周
遊
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、東
舞
鶴

駅
観
光
案
内
所
が「
ま
い
づ
る
観
光
ガ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
観
光
客
向
け
の
観
光
・
店
舗

案
内
や
海
軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

な
ど
の
ほ
か
、今
後
は
市
民
を
対
象
と
し
た

地
域
学
ガ
イ
ド
も
予
定
。詳
し
く
は
、舞
鶴
観

光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
け
や
き
の
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
）に
掲
載
。

【
営
業
時
間
】土
・
日
曜
日
、祝
日
の
９
時
～
17

時（
11
月
～
４
月
は
16
時
ま
で
、年
末
年
始
休

業
）

【
場
所
】Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
内

【
そ
の
他
】５
月
28
日
㈯
か
ら「
舞
鶴
鎮
守
府
軍

艦
通
り
名
33
か
所
お
遍へ

ん
ろ路

ツ
ア
ー
」（
1
人
２
，

０
０
０
円
）が
開
始
。申
し
込
み
は
け
や
き
の

会
の
伊
庭
さ
ん
へ
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】け
や
き
の
会
の
伊
庭
さ
ん

（
丸
二
金
物
㈲
店
内
、☎
62
・
５
５
３
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
観
光
振
興
課
》

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
助
成

　
市
内
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。い
ず
れ
も
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
、延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
に
使
用
し

て
い
る
も
の
が
対
象
。申
し
込
み
は
、５
月
６

日
㈮
～
31
日
㈫
に
都
市
計
画
課
へ
。
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
募
集
戸
数
に
達
し
な
い
場
合

は
、引
き
続
き
先
着
で
受
け
付
け
。

暮
ら
し
の
情
報

《
耐
震
診
断
士
を
派
遣
》

　
募
集
戸
数
は
５
戸
、負
担
額
３
，０
０
０
円
。

自
己
診
断
書
、建
築
年
の
分
か
る
書
類
な
ど

が
必
要
。

《
耐
震
改
修
費
用
の
助
成
》

❖
本
格
改
修
…
改
修
後
の
評
点
が
1
・
0
以

上
と
な
る
耐
震
改
修
工
事
費
の
５
分
の
４

を
助
成（
限
度
額
1
0
0
万
円
）。
募
集
戸

数
は
１
戸
、耐
震
診
断
結
果
、工
事
の
見
積

書
、改
修
内
容
の
分
か
る
書
類
な
ど
が
必

要
。

❖
簡
易
改
修
…
屋
根
の
軽
量
化
、耐
震
壁
の

増
設
な
ど
耐
震
性
が
向
上
す
る
工
事
費
の

５
分
の
４
を
助
成（
限
度
額
40
万
円
）。
募

集
戸
数
は
２
戸
、耐
震
診
断
結
果
、工
事
の

見
積
書
、改
修
内
容
の
分
か
る
書
類
な
ど
が

必
要
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66
・
1
0
5
0
）

へ
。空

き
家
の
除
却
に
補
助

　
老
朽
化
な
ど
で
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
危
険

な
空
き
家
の
除
却
費
用
の
一
部
を
補
助
。

【
対
象
】❖
国
の
基
準
に
よ
っ
て
不
良
住
宅
と

判
断
さ
れ
る
も
の
❖
都
市
計
画
区
域
内
の
木

造
住
宅
で
個
人
が
所
有
す
る
も
の　
な
ど

【
補
助
金
額
】対
象
工
事
費
の
３
分
の
１（
限
度

額
30
万
円
）

【
募
集
戸
数
】５
戸

【
提
出
書
類
】所
有
者
が
分
か
る
書
類
、工
事
の

見
積
書
な
ど

【
申
し
込
み
方
法
】５
月
６
日
㈮
～
31
日
㈫
に

専
用
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
計
画

課
へ
。多
数
の
場
合
は
抽
選
。募
集
戸
数
に
達

し
な
い
場
合
は
、引
き
続
き
先
着
で
受
け
付
け
。

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎
66・１
０
５
０
）

へ
。令

和
4
年
度
の
健
診

　
令
和
４
年
度
の
市
の
健
診
を
左
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０

６
４
）へ
。

検診内容 対象 日時・場所

市国保特定健診 40～74歳
❖6月～11月…医療機関
❖9月～12月（指定する日時）

…保健センターなど
後期高齢者健康診査 75歳以上

大腸がん検診 40歳以上

歯周疾患検診 40・50・
60・70歳

6月～来年2月…協力歯科医療
機関

子宮頸
けい

がん検診 20歳以上
7月～来年3月…協力医療機関

乳がん検診 40歳以上

肺がん検診 40歳以上
9月～12月（指定する日時）…
保健センターなど

胃がん検診 50歳以上
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人
間
ド
ッ
ク
・
総
合
ド
ッ
ク
受
診
費
用

を
助
成

　
病
気
の
早
期
発
見
や
健
康
増
進
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、人
間
ド
ッ
ク
・
総
合（
人

間
＋
脳
）ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
。

受
診
費
用
な
ど
は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り

ま
す
。申
し
込
み
時
に
窓
口
で
確
認
を
。

【
受
付
期
間
】5
月
16
日
㈪
～
7
月
29
日
㈮

※
受
診
期
間
は
、申
込
受
付
日
か
ら
来
年
3

月
31
日
㈮
ま
で

【
対
象
】

❖
国
民
健
康
保
険
…
市
の
国
保
加
入
者
で
次

の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
市
が
実
施
す
る

特
定
健
診（
無
料
）・
肺
が
ん
検
診
・
大
腸

が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い

②
30
歳
以
上（
総
合
ド
ッ
ク
は
40
歳
以
上
）

で
入
院
・
妊
娠
し
て
い
な
い
③
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
な
い
、総
合（
人
間
＋
脳
）ド
ッ

ク
は
来
年
３
月
31
日
時
点
で
40
歳
か
ら
５

歳
き
ざ
み
の
節
目
年
齢
該
当
者

❖
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
…
市
内
在
住
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
で
市
が
実

施
す
る
健
診（
無
料
）・
肺
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検
診
を
受
診
し
て

い
な
い
か
、受
診
予
定
が
な
い
人

【
申
請
手
続
き
】保
険
証
を
持
参
し
、保
険
医
療

課
か
西
支
所
で
。

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
国
保
…
☎
66
・

１
０
０
３
、後
期
高
齢
…
☎
66・1
0
7
5
）へ
。

J
ア
ラ
ー
ト
訓
練
を
6
回
実
施

　

J
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

で
の
情
報
伝
達
訓
練
を
、今
年
度
は
一
斉
試

験
放
送
と
緊
急
地
震
速
報
、計
６
回
実
施
す

る
予
定
で
す
。訓
練
当
日
は「
防
災
行
政
無
線
」

や「
自
動
起
動
ラ
ジ
オ
」「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
た
ら
、家
庭
や
職

場
な
ど
で
は
机
の
下
に
も
ぐ
る
、屋
外
で
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒
壊
・
転
倒
し
そ
う
な
も

の
か
ら
離
れ
る
な
ど
、今
自
分
が
い
る
場
所
で
、

自
分
の
身
を
守
る
行
動
を
と
り
、い
ざ
と
い

区分 ドック受診料総額（税込） 市補助額

人間ドックのみ
42,900円未満 25,300円
42,900円以上 30,800円

総合（人間+脳）
ドック

77,000円未満 39,600円
77,000円以上 50,600円

医療機関名
受診可能区分

人間ドック 総合ドック
浮島岸本診療所、澤田医院、外松医院 〇 -
鳥井医院、舞鶴共済病院、舞鶴赤十字病院、御池ク
リニック（京都市）、御池クリニックレディースプ
ラザ（京都市）、四条烏丸クリニック（京都市）、京
都予防医学センター（京都市）、京都ルネス病院（福
知山市）、明治国際医療大学附属病院（南丹市）

〇 〇

区分 ドック受診料総額（税込） 市補助額

人間ドックのみ
42,900円未満 10,800円
42,900円以上 13,200円

▪国民健康保険

▪後期高齢者医療保険

う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

❖
一
斉
試
験
放
送
…
５
月
18
日
㈬
、８
月
10

日
㈬
、11
月
16
日
㈬
、来
年
２
月
15
日
㈬
の

11
時
ご
ろ

❖
緊
急
地
震
速
報
…
６
月
15
日
㈬
、11
月
２

日
㈬
の
10
時
ご
ろ

※
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災
課

（
☎
66
・
1
0
8
9
）へ
。

土
地
開
発
公
社
所
有
地
を
売
却

　
同
公
社
所
有
の
土
地（
福
来
）を
５
月
10
日

㈫
か
ら
先
着
順
で
売
却
し
ま
す
。
所
在
地
な

ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）に
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、同
公
社（
☎
66
・
2
0
1
1
）へ
。

監
査
結
果
な
ど
の
閲
覧

　
令
和
３
年
度
の
定
期
監
査
や
令
和
２
年
度

決
算
審
査
、健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
な
ど
の

結
果
を
公
表
。市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、

加
佐
分
室
、中
・
南
公
民
館
、東
・
西
図
書
館

で
閲
覧
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載（
左
下
の
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

▼
詳
し
く
は
、監
査
委
員
事
務
局（
☎
66
・
１

０
８
０
）へ
。

【
有
料
広
告
】

▲メール配信サービスの登録はこちらから
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正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
の
市
長
及
び

副
市
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
舞
鶴

市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

❖
河
守
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

❖
舞
鶴
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
組
織

及
び
分
掌
事
務
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
行
政
財
産
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
社
会

福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市

介
護
福
祉
士
育
成
修
学
資
金
の
貸
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市

図
書
館
基
本
計
画
審
議
会
条
例
❖
舞
鶴
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
そ
の
他

❖
舞
鶴
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更

�
詳
細
情
報
を
公
開
中

　
市
議
会
定
例
会
に
関
す
る
資
料
・
情
報
は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
本
庁
1
階
）で

公
開
し
て
い
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。　
　
　
　
《
総
務
課
》

青
少
年
の
善
行
表
彰
候
補
者
を
募
集

【
対
象
】市
内
在
住
の
満
20
歳
以
下
で
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
か
団
体

市
議
会
３
月
定
例
会

　

 
議
案
を
可
決

　

市
議
会
の
令
和
4
年
3
月
定
例
会
が
令
和

4
年
2
月
24
日
に
開
会
。令
和
4
年
度
予
算
、

条
例
な
ど
市
長
提
案
の
30
議
案
が
審
議
。
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、3
月
28
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
。

�
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】

❖
第
13
号
…
1
億
2
，8
0
1
万
円
の
増
額

❖
第
14
号
…
9
億
6
，4
4
6
万
円
の
増
額

　
こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、歳
入
、歳
出
い

ず
れ
も
4
1
6
億
6
，9
2
1
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

【
特
別
会
計
】

❖
下
水
道
事
業
会
計（
第
1
号
）…
予
算
の
条

文
に
重
要
な
資
産
の
取
得
を
追
加
。
❖
病
院

事
業
会
計（
第
2
号
）…
9
2
0
万
円
の
増
額
。

　
こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、10
億
8
，0
8
8

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

�
条
例

❖
舞
鶴
市
吏
員
退
隠
料
其
他
給
与
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
の
職
員
の

服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
舞
鶴
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
❖
舞
鶴
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
旅
費
条
例
の
一
部
を
改

❖
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
へ
の
奉
仕
活
動

❖
清
掃
・
除
草
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

❖
植
樹・花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
自
然
保
護・

文
化
財
愛
護
活
動
❖
顕
著
な
発
明
・
発
見
な

ど
の
行
為
❖
災
害
防
止
・
救
助
な
ど
の
行
為

❖
小
さ
な
親
切
な
ど
の
行
為
❖
コ
ロ
ナ
禍
で

の
地
域
活
動
❖
そ
の
他（
上
記
に
相
当
す
る
と

考
え
ら
れ
る
行
為
）　
な
ど

【
対
象
期
間
】令
和
３
年
４
月
１
日
～
令
和
４

年
３
月
31
日

【
推
薦
で
き
る
人
】満
20
歳
以
上
の
個
人
か
団
体

【
推
薦
方
法
】６
月
３
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙（
子
ど
も
支
援
課
な
ど
に
備
え
付
け
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、同
課（
☎
66
・
１
０
０
８
、

ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）へ
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
み
可
。

子
ど
も
・
若
者
健
全
育
成
事
業
補
助
金

子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成
・
支
援
に

関
す
る
事
業
活
動
に
助
成
。

【
対
象
・
内
容
】５
人
以
上
で
構
成
す
る
市
内
の

民
間
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
自
然
体
験
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
非
行
防
止
・
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な

ど
の
経
費

【
補
助
率
】対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
額
10

万
円
）

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
３
日
㈮
ま
で
に
所
定
の

用
紙（
子
ど
も
支
援
課
な
ど
に
備
え
付
け
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、同
課（
☎
66・１
０
０
８
）へ
。

 30

【
有
料
広
告
】
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舞
鶴
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策
定

　
市
で
は
、犯
罪
な
ど
を
し
た
人
の
円
滑
な
社

会
復
帰
を
支
援
し
、市
民
の
犯
罪
被
害
の
防
止

を
目
的
と
し
た「
舞
鶴
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」

（
令
和
４
年
度
～
10
年
度
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、罪
を
償
い
、や
り
直
そ
う
と

す
る
人
た
ち
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
、再
び
犯
罪
に
手
を
染
め
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、伴
走
型
の
相
談
・
支
援
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、新
た
な
犯
罪
被
害
者
を
生
み
出
さ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

▪
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果

　
計
画
案
に
対
し
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基

づ
き
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、1
人
か
ら
4

件
の
意
見
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た（
募
集
期
間：

1
月
4
日
～
2
月
3
日
）。寄
せ
ら
れ
た
意
見

は
、計
画
内
容
に
す
で
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

今
後
の
運
用
の
中
で
反
映
す
る
も
の
が
4
件

で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》計
画
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
の
結
果
は
、福
祉

企
画
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加

佐
分
室
、ま
な
び
あ
む
、各
公
民
館
、東
・
西

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
☎
66・１
０
１
１
）

へ
。

伊藤雋
とし よ し

吉遺品（22点）
【区分】有形文化財美術工芸品（歴史資料）
【所有者】舞鶴市（2022年寄贈）
　舞鶴出身で、海軍次官として鎮守府設置という舞鶴の時
代の転機に活躍した伊藤雋吉にまつわる、男爵を授与され
た書状や能書家としての優れた墨跡などがあります。

市指定文化財新たに４件 問文化振興課（☎66・1019）

　3月23日の市文化財保護審議会（加藤晃会長）答申に
基づき、新たに4件を市の文化財に指定しました。これ

井上奥本家文書（一括）
【区分】有形文化財美術工芸品（古文書）
【所有者】個人
　余部上村の庄屋などを務めた井上家(奥本は屋号)に伝来
する近世や近現代などの計3,596点で、鎮守府開設にまつわ
る資料や郷土史に関する資料も残されています。

中舞鶴関連絵図資料（10点）　
【区分】有形文化財美術工芸品（歴史資料）
【所有者】舞鶴市（2012年寄贈）
　余部上に伝わる絵図資料で、鎮守府開設に伴い市街化さ
れ、大きく変貌していく中舞鶴地区の様子を理解するうえ
で貴重な資料です。

布川家文書（一括）
【区分】有形文化財美術工芸品（古文書）
【所有者】舞鶴市（2003年寄贈）
　余部下村の庄屋を務めた布川家に伝えられた近世や近現
代などの計3,372点の文書群で、鎮守府開設にまつわる当時
の資料が多数残されています。

で市内の文化財は国指定・登録などが45件、府指定・
登録などが83件、市指定が122件の計250件となります。

▶『
呉
佐
世
保
視
察
書
』

村
の
代
表
と
し
て
布
川
範
兵
衛

が
先
行
し
て
開
庁
し
た
呉
鎮
守

府
な
ど
を
視
察
し
た
報
告
書

▶『
鎮
守
府
玉
座
正
面
』

　

鎮
守
府
の
正
面
玄
関
の
細
か
い

寸
法
や
デ
ザ
イ
ン
が
書
き
込
ま

れ
た
図
面

▶「
第
十
五
大
区
丹
後
国
加
佐
郡

五
ノ
小
区
余
部
上
村
見
取
図
」

明
治
６（
１
８
７
３
）年
の
余
部

上
村
の
絵
図
。
現
在
と
比
べ
る

と
鎮
守
府
開
庁
で
大
き
く
変
化

し
た
こ
と
が
わ
か
る

▶「
男
爵
授
与
状
」

舞
鶴
で
爵
位
を
受
け
た
の
は
、

旧
藩
主
牧
野
弼す

け
し
げ成
と
伊
藤
雋
吉

の
二
人
だ
け
で
あ
る
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新型コロナワクチンの接種情報 問新型コロナワクチン接種コールセンター
　（☎68・9225、平日9時～17時）

※接種当日に会場にお持ちいただく接種券付予診票は、事
前に意向調査の案内を送った角２サイズの封筒に入って
います。忘れないように持参してください

※６月以降の接種方法については、決まり次第ホームペー
ジなどでお知らせします

▪12歳～17歳の3回目ワクチン接種について　
　市では国の方針に基づき、次のとおり１２歳～１７歳の人
を対象とした新型コロナワクチンの３回目接種を実施します。

【接種対象】２回目接種を完了してから６か月以上経過した
市内在住の１２歳～１７歳

【ワクチンの種類】ファイザー社製ワクチン（12歳～17歳の
人へ追加接種で使用できるのはファイザー社製のみ）

【接種期間】5月中旬～9月30日㈮
【接種費用】無料
【接種方法】特設会場（文化公園体育館など）での集団接種

▪3回目ワクチン接種の申し込みについて　
　現在、昨年１１月末までに２回目接種を終えた12歳以上の
人には、３回目接種券と意向調査の案内を発送しており、接
種希望の回答をした人に順次、接種日時などの案内通知を
発送しています。文化公園体育館での集団接種は５月末で
終了する予定ですので、意向調査への回答がまだの人は、
早目に回答してください。なお、接種日時点で１５歳以下の
人が接種をする場合、原則保護者の同伴が必要です。

※最新情報は市ホームページをご確認ください

▲接種券付予診票と接種券付予診票送付時の封筒

…
30
万
円
❖
故 

吉
田
千
鶴
…
１
０
０
万
円

▪
団
体　
❖
海
上
保
安
学
校
内
売
店
…
２
７
，

５
８
９
円
❖
舞
鶴
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ
連

盟
…
３
４
，７
９
４
円
❖
明
治
安
田
生
命
…

４
２
３
，５
０
０
円
❖
舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
１
０
０
万
円

【
寄
贈
品
】（
敬
称
略
）

▪
団
体　
❖
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞
鶴
…

児
童
図
書
❖
舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
…
児
童
図
書
❖
㈱
増
田
医
科
器
械
…
医
療

用
ガ
ウ
ン
６
６
０
着
❖
ど
ん
ぐ
り
卓
球
愛
好

会
…
卓
球
台
１
台
❖
舞
鶴
商
工
会
議
所
青
年

部
…
児
童
図
書
❖
田
辺
城
ガ
イ
ド
の
会
歴
史

ク
イ
ズ
作
成
グ
ル
ー
プ
…「
田
辺
城
の
歴
史

ク
イ
ズ
＆
テ
キ
ス
ト
」❖
㈱
渋
谷
組
…
テ
ン

ト
一
式
❖（
一
財
）舞
鶴
交
通
安
全
協
会
…
安

全
傘
❖
舞
鶴
防
犯
協
会
…
定
規
❖（
一
社
）京

都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
…
ノ
ー
ト
❖
舞
鶴
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
、安

全
旗
❖
伊
藤
倫
邦
…
伊
藤
雋
吉
遺
品

【
そ
の
他
】ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
い
た

だ
い
た
５
，３
３
４
件
、１
４
６
，１
８
５
，０

０
０
円
は
寄
付
者
の
お
志
に
沿
う
よ
う
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
ま
な
び
あ
む
、文
化
振
興
課
、図
書
館
課
、福

祉
企
画
課
、地
域
医
療
課
、観
光
振
興
課（
ふ

る
さ
と
応
援
寄
付
金
担
当
）、教
育
総
務
課
》

舞
鶴
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
会
議
の
委
員

を
募
集

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
夢・未
来・

希
望
輝
く「
舞
鶴
っ
子
」育
成
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
の
審
議
や
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
成
長

を
支
援
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
協
議
す

る
委
員
を
募
集
。任
期
は
３
年
。

【
対
象
】市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
会
議
に
出

席
で
き
る
人

【
募
集
人
数
】２
人

【
申
し
込
み
方
法
】住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、作
文（「
子
ど
も
を
誰
１
人
取
り
残
さ
ず
、

健
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で
後
押
し
す
る

た
め
に
大
人
が
で
き
る
こ
と
」を
８
０
０
字

程
度
）を
５
月
13
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
で

子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・

７
９
５
７
）へ
。

令
和
３
年
度
の
寄
付
・
寄
贈
品

　
昨
年
度
、市
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
を
紹
介

（
匿
名
希
望
の
人
・
団
体
は
掲
載
し
て
い
ま
せ

ん
）。

【
寄
付
金
】（
敬
称
略
）

▪
ふ
る
さ
と
納
税　

５
，３
３
４
件

▪
個
人　

❖
荒
賀
茂（
浜
）…
30
万
円
❖
田
中

順
一（
行
永
）…
30
万
円
❖
元
ち
と
せ（
歌
手
）

市の人口と世帯数 人口  77,807 人（-837 人）　世帯  34,411 世帯（-406 世帯）

男  38,762 人（-570 人）　女  39,045 人（-267 人）　※令和４年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。
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児
童
手
当 

の
制
度
が
一
部
変
更
に

　
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
6
月
頃
に
黄
色
の
用
紙
で
現
況
届
を
お

届
け
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、令
和
4
年
度
か
ら
は
、毎
年
6

月
1
日
現
在
の
受
給
者
の
状
況
を
住
民
基
本

台
帳
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、児
童
の
養
育
状
況
が
変
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
、現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
に

な
っ
た
た
め
現
況
届
の
送
付
を
し
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、次
の
人
は
引
き
続
き
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
例
年
通
り
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
の
で
、6
月
1
日
以
降
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

▪
現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人

❖
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
し
て
い
る
人

❖
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
で
、住
民
票
の

住
所
地
が
舞
鶴
市
と
異
な
る
人

❖
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い
人

❖
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、施
設
・
里

親
の
受
給
者

❖
そ
の
他
、市
が
提
出
を
必
要
と
判
断
し
た
人

※
該
当
す
る
人
で
現
況
届
が
届
か
な
い
場
合

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。現
況
届
の
提

出
が
な
い
場
合
は
、令
和
4
年
6
月
分
以
降

の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▪
次
の
場
合
は
速
や
か
に
届
出
を

❖
市
外
に
住
民
票
が
あ
る
配
偶
者
や
児
童
の

住
所
、氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き（
国
外
転
出

入
を
含
む
）

❖
婚
姻
や
事
実
婚
に
よ
り
、児
童
を
一
緒
に

養
育
す
る
配
偶
者
等
が
で
き
た
と
き

❖
離
婚
し
、一
緒
に
児
童
を
養
育
し
て
い
た

配
偶
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
き

❖
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
で

支
給
対
象
の
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
と
き

❖
転
職
な
ど
で
、受
給
者
の
加
入
す
る
年
金

が
変
わ
っ
た
と
き（
３
歳
未
満
の
児
童
が
い

る
人
の
み
）

❖
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

※
必
要
な
届
け
出
が
遅
れ
、過
払
い
が
発
生

し
た
場
合
は
、過
払
い
分
を
返
還
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
速
や
か
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に

　
児
童
手
当
の
受
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
の
所
得
が「
所
得
制
限
限
度
額
」以
上
の
場

合
は「
特
例
給
付
」と
し
て
児
童
1
人
当
た
り

月
額
一
律
５
，０
０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま

し
た
。

　
令
和
4
年
10
月
支
給
分（
6
～
9
月
分
）か

ら
は
、児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が

「
所
得
上
限
限
度
額
」以
上
の
場
合
は
、児
童

手
当
等
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す（
下
表
）。　

　
児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
あ

と
に
、所
得
が「
所
得
上
限
限
度
額
」を
下
回
っ

た
場
合
は
、再
び
手
当
等
を
受
け
る
た
め
に
、

改
め
て
認
定
請
求
書
等
の
提
出
が
必
要
で
す

（
児
童
手
当
等
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
あ
と
、

そ
の
年
度
内
に
給
与
所
得
控
除
な
ど
の
税
更

正
を
行
い
所
得
が「
所
得
上
限
限
度
額
」を
下

回
っ
た
場
合
も
同
様
）。

公
務
員
の
人
は
、勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
が

支
給
さ
れ
る
た
め
、勤
務
先
に
届
け
出
・
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１
０

９
４
）へ
。

児童手当の所得例

児童を扶養している人の所得が、
①未満…児童手当を支給
①以上②未満…法律の附則に基づく特

例給付を支給
②以上…支給なし
　詳しくは、市ホームページ

（右コードからアクセス可)で。
※収入の目安は給与収入のみで計算しています。あくまで目安であり、実際は給

与所得控除や医療費控除などを控除した後の所得額で所得制限を確認します。

▪児童２人と年収 103 万円以下の配偶者の計３人を扶養する場合

受
給
者
の
所
得
が
上
限
限
度
額
以
上
の
場
合

は
特
例
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

公
務
員
の
人
は
勤
務
先
へ

扶養親族等の数 ①所得制限限度額 ②所得上限限度額

３人（児童２人と年収
103万円以下の配偶者）

所得額 収入の目安 所得額 収入の目安

736万円 960万円 972万円 1200万円
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４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と
人
事
異
動
を

実
施
。

　
令
和
４
年
度
は「
第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
」

前
期
実
行
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、後
期
実

行
計
画
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
年
で
す
。

　
国
や
京
都
府
を
は
じ
め
、教
育
機
関
、民
間

企
業
な
ど
多
様
な
主
体
と
の
密
接
な
連
携
の
も

と
、ま
ち
の
将
来
像
に
掲
げ
る「
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
心
が
通
う
便
利
で
心
豊
か
な
田
舎
暮
ら
し
」

の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
さ
ら
に
展
開
し「
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
組
織
改
編
と
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

組
織
改
編
な
ど

　
近
年
、自
然
災
害
が
頻
発
、激
甚
化
し
て
お

り
、危
機
管
理
部
門
の
対
処
す
べ
き
事
案
が
増

加
し
、そ
の
重
要
性
、専
門
性
も
増
大
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
副
市
長
が
兼
務
し
て
い
た
危
機
管

理
監
を
市
長
公
室
に
新
た
に
専
任
で
配
置
し
、

危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、複
雑

化
、多
様
化
す
る
危
機
管
理
事
案
に
機
動
的
に

対
応
し
ま
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
医
療
体
制
は
、子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
大
切
な
要
素
で
す
。

「
選
択
と
集
中
」「
分
担
と
連
携
」の
考
え
の
も

と
、舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
と
舞
鶴
共
済
病
院
が

連
携
し
て
進
め
る
地
域
の
周
産
期
医
療
の
確
保
、

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
上
下
水
道
部
で
行
っ
て
き
た
浸
水

対
策
事
業
。
今
後
、東
西
市
街
地
の
浸
水
対
策

を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、国
や
京
都
府
と
密

接
に
連
携
、調
整
し
な
が
ら
、河
川
整
備
や
高

潮
対
策
と
一
体
的
に
取
り
組
み
、さ
ら
に
効
果

的
な
事
業
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

福
祉
部
に
新
た
に
、生
活
支
援
相
談
セ
ン

タ
ー
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
備
え
た

生
活
支
援
相
談
課
を
設
置
。ひ
き
こ
も
り
支
援

や
生
活
困
窮
対
策
、消
費
者
問
題
な
ど
、地
域

住
民
が
抱
え
る
複
雑
化
、複
合
化
す
る
課
題
や

ニ
ー
ズ
な
ど
に
総
合
的
に
対
応
し
、相
談
者
が

置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
た
包
括
的
か
つ
継

続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、少
子
化
や
核

家
族
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

健
康
・
子
ど
も
部
を
中
心
に
、庁
内
横
断
連

携
で
、子
ど
も
や
家
庭
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
、子
育
て
環
境
の
充
実
を
推
進
す

る
施
策
を
つ
な
ぎ
、切
れ
目
な
い
包
括
的
な
支

援
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

我
が
国
の
近
代
化
の
あ
ゆ
み
、海
軍
ゆ
か
り

の
歴
史
、文
化
な
ど
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

は
じ
め「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、本
市
に
あ
る
歴

史
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
施
策

と
連
携
し
た
地
域
学
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し

ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
環
境
の

変
化
で
、大
浦
、加
佐
地
域
で
は
、自
治
会
の
存

続
危
機
、一
次
産
業
に
お
け
る
後
継
者
、担
い
手

不
足
な
ど
の
地
域
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
な
り
、

地
域
と
一
体
に
な
っ
て
地
域
課
題
の
解
決
を
目

指
し
、魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、一
次
産
業
と

周
辺
関
連
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
舞
鶴
産

農
林
水
産
物
や
加
工
食
品
の
新
た
な
商
品
化
・

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、食
を
通
じ
た
舞
鶴
の

魅
力
向
上
と「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
さ
ら
な
る

利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
、前
年
度
の
２
倍
を
超
え
る

１
億
４
千
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た「
ふ
る

さ
と
納
税
」。
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当
課
長

と
連
携
し
て
、利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
返
礼
品
づ
く
り
な
ど
を
推
進
し
、さ
ら
な

る
利
用
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
》

▪
市
長
公
室
に「
危
機
管
理
監
」を
配
置　

▪「
周
産
期
医
療
支
援
担
当
課
長
」の
新
設

▪「
浸
水
対
策
課
」の
新
設

▪「
生
活
支
援
相
談
課
」の
新
設

《
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
》

▪「
子
ど
も
の
豊
か
な
育
み
を
支
え
る
環
境
づ

く
り
推
進
本
部
」の
設
置

▪
「
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
担
当
課
長
」
の

新
設　

《
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
》

▪
「
大
浦
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」
と「
加
佐

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
」の
新
設

▪「
食
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当
課
長
」の
新
設

▪
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
担
当
職
員
の
配
置

令
和
４
年
度

組
織
改
編
と
人
事
異
動
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人
事
異
動

　
異
動
の
規
模
は
正
職
員
７
５
2
人
中
２
６
９

人
。
令
和
３
年
度
の
退
職
者
は
38
人
、令
和
４

年
度
の
採
用
者
は
17
人
。正
職
員
数
は
７
７
３

人
か
ら
７
５
2
人
へ
21
人
の
減
。

【
部
長
】（ 

）内
は
前
役
職

▽
消
防
長（
消
防
次
長
）竹
本
佳
康

▽
危
機
管
理
監（
産
業
創
造
室
長
、Ｊ
Ｍ
Ｕ
雇

用
対
策
・
関
連
企
業
支
援
担
当
）岸
本
浩

▽
市
民
文
化
環
境
部
長（
環
境
対
策
室
長
）

福
田
伸
一

▽
産
業
振
興
部
長（
観
光
ま
ち
づ
く
り
室
長
兼

舞
鶴
引
揚
記
念
館
長
）山
下
美
晴

▽
教
育
委
員
会
指
導
理
事（
京
都
府
教
育
委
員

会
）廣
瀬
直
樹

▽
議
会
事
務
局
長（
子
ど
も
総
合
対
策
室
長
兼

幼
稚
園
・
保
育
所
課
長
兼
乳
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
所
長
）川
崎
弘
史

　５月２日㈪から、来所される皆さんがよりスムーズに手続きできるよう、また、より安心してご利用い
ただけるよう、窓口カウンターや待合スペースのレイアウトを変更します。

▪窓口カウンターの位置を変更
　窓口カウンターの位置を右図のとおり変
更します。お待ちの間、市民の皆さんが密に
ならないよう、待合スペースを広くして椅子
は間隔をとって配置します。
▪オンライン相談ブースを設置します
　４月から、西支所と本庁をオンラインで結
び、本庁の職員と顔を合わせて相談できるよ
うになりました。５月からは、オンライン相
談がしやすいようパーテーションで区切っ
たブースを設置します。

西支所窓口のレイアウトを変更

西総合
会館玄関

→

→ 西支所
入口

待合スペース

証明書自動発行機

オンライン
相談ブース

住民異動など

京都銀行
派出

保険・福祉など

　6月から、本庁と西支所で転出入や転居に伴う一連の手続きの際、申請書などに書く負担を減らすため、
システムで住所や氏名を印字できるようにします。これからも、皆さんが利用しやすい窓口になるよう改
善していきます。
　また、４月からは次の手続きを始めています。

▪証明書自動発行機　　
　マイナンバーカードを使って住民票の写しや印鑑登録証明書などを取得できる自動発行機を設置。機
械操作に迷われる場合は、職員がサポートします。マイナンバーカードを持参してください。
▪おくやみコーナー
　死亡届を提出した後に行う各種手続きをスムーズに済ませていただけるよう「おくやみコーナー」を
設けました（予約が必要）。希望日の3開庁日前までに、電話で市民課（☎66・1002）か西支所（☎77・
2252）へ予約してください。

【受付枠】❖9時❖10時❖11時❖13時❖14時❖15時❖16時

市役所窓口の利便性を向上

▲年度初めの訓示を行う市長（4 月 1 日）
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略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

催 

し

山
﨑
一
男
の「
ジ
オ
ラ
マ
展
」

時
６
月
１
日
㈬
ま
で
、
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
）

引
揚
記
念
館　

企
画
展

時
７
月
10
日
㈰
ま
で
、９
時
～
17
時

内
絵
画
展「
抑
留
者
が
見
た
シ
ベ
リ
ア
」

問
同
館（
☎
68
・
０
８
３
６
）

ふ
る
る
風
土
フ
ー
ド
体
験 

「
ふ
る
る
冒
険
団
」

時

５
月
７
日
㈯
か
ら
毎
月
第
１
土
曜
日（
１

回
の
み
の
参
加
も
可
）場
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム

対
未
就
学
児
～
中
学
生
定
先
着
各
20
組

申
開
催
の
前
日
ま
で
に
同
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・

０
２
３
３
、火
曜
定
休
）の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時
５
月
８
日
㈰
10
時
～
15
時

場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内
手
作
り
雑
貨
や
ス
イ
ー
ツ
販
売
、
体
験
コ

ー
ナ
ー

問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66
・
１
０
９
６
）

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
５
月
10
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
読
書
会

時
６
月
６
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
森
見
登
美
彦
著『
有
頂
天
家
族
』

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
５
月
18
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
お
は
な
し
の
部
屋「
５
月
」

時

５
月
21
日
㈯
11
時
～
11
時
20
分
内
昔
話

の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
対
小
学
生

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
６
月
４
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分
内
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雑
談
会

時
５
月
11
日
㈬
14
時
～
16
時

場
中
総
合
会
館
内
地
域
活
動
に
関
わ
る
人
や

団
体
同
士
の
交
流
、
情
報
交
換
な
ど
定
先
着

10
人
他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
可（
定
員
20
人
）

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
京
都
府
中
丹
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
２
０
３
１
）へ
。

赤
れ
ん
が
博
物
館 

（
☎
66
・
１
０
９
５
）

●
市
民
講
座

時
５
月
14
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分

内
同
館
顧
問
の
北
翔
大
名
誉
教
授
の
水
野

信
太
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演「
世
界
を
訪
ね
る

旅
路
～
フ
ラ
ン
ス
王
国
と
そ
の
美　

パ
リ
の

都
市
と
博
物
館
～
」定
先
着
30
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
で
。

●
初
夏
の
前
庭
コ
ン
サ
ー
ト

時
６
月
５
日
㈰
11
時
～
13
時

内
オ
ジ
ャ
バ
ン
ド
、美み

か

り

香
里
、ぐ
り
ん
て
ぃ
、ｈ

＆
ｍ
に
よ
る
前
庭
コ
ン
サ
ー
ト
他
雨
天
中
止

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
５
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

旅
す
る
蝶ち

ょ
う「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」観
察
会

時
５
月
21
日
㈯
９
時
～
11
時
場
神
崎
浜
海
水

浴
場
内
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
に
飛
来
す
る
渡
り
蝶

「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」
を
観
察
し
、
マ
ー
キ
ン
グ

放
蝶
に「
チ
ョ
ウ
戦
」
定
先
着
50
人
他
雨
天

中
止
申
５
月
19
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公

民
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

大
浦
の
農
漁
村
体
験

時
５
月
28
日
㈯
、９
月
17
日
㈯
９
時
30
分
か
ら

場
河
辺
集
会
所
集
合

内
田
植
え
や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
、
陶
芸

体
験
な
ど
定
先
着
20
人

料

２
，
０
０
０
円（
昼
食
付
き
）。
小
学
生
以

下
無
料（
保
護
者
同
伴
）。
陶
芸
体
験
は
別
途

１
，０
０
０
円
が
必
要

申
５
月
14
日
㈯
ま
で
の
18
時
以
降
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
ふ
る
さ
と
大
浦
21
の
池
田
さ
ん

（
☎
・
ＦＡＸ
68
・
０
７
５
６
）へ
。

5
月
の
お
知
ら
せ

入会説明会
３月３日㈭ 13 時 30 分～ 15 時 
… シルバー人材センター

【
有
料
広
告
】 16



▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶西公民館／第３水曜日　▶まなびあむ、南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

ま
ち
な
か
自
然
観
察
会

時
６
月
11
日
㈯
９
時
～
12
時

場
ま
な
び
あ
む
集
合

内
道
端
や
公
園
の
草
花
を
観
察
し
マ
ッ
プ
・

押
し
花
の
作
成

定
先
着
20
人（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

料
１
０
０
円（
保
険
代
）申
６
月
３
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。

教 

室

消
防
本
部 

（
☎
66
・
０
１
１
９
）

●
防
火
安
全
講
習

時

５
月
11
日
㈬
10
時
～
11
時
30
分
場
中
総

合
会
館
申
５
月
８
日
㈰
ま
で
に
所
定
の
用
紙

（
東
・
西
消
防
署
備
え
付
け
。
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
消
防

本
部
か
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）、
西

消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

●
救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
５
月
18
日
㈬
19
時
～
20
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人
申
電
話
で
東
消
防
署
へ
。

舞
鶴
市
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

時
５
月
12
日
～
６
月
９
日
の
毎
週
木
曜
日
に

計
5
回
、
19
時
～
21
時
場
東
舞
鶴
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
料
５
，０
０
０
円
定
先
着
30
人

申
窓
口
か
電
話
で
東
舞
鶴
公
園（
☎
63
・
７
６

４
３
）へ
。

●
足
型
測
定
会

時
❖
文
化
公
園
体
育
館
…
５
月
29
日
㈰
～
31

日
㈫
13
時
～
16
時
❖
東
体
育
館
…
６
月
３
日

㈮
～
５
日
㈰
13
時
～
16
時
料
１
回
３
０
０
円

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

時
５
月
29
日
㈰
13
時
か
ら

場
文
化
公
園
体
育
館
料
１
，０
０
０
円

《
共
通
》掲
載
し
た
教
室
の
ほ
か
、月
例
教
室
あ

り
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
。

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
ぷ
に
か
わ
い
い
多
肉
の
寄
せ
植
え
教
室

時

６
月
３
日
㈮
9
時
30
分
～
12
時
定
先
着

10
人
料

1
人
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

●
パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

時
６
月
15
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時

定
先
着
20
人

料

1
人
１
，２
０
０
円（
材
料
代
）

《
共
通
》申
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

西
公
民
館 

（
☎
75
・
６
５
０
１
）

●
健
や
か
料
理
教
室

時

５
月
25
日
㈬
～
11
月
23
日
㈷
に
計
６
回
、

９
時
30
分
～
12
時

内
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
作
り
対

50
歳
以
上

定
先
着
15
人（
初
心
者
優
先
）

料
１
回
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）

申
５
月
15
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
。

●
健
や
か
子
育
て
教
室「
春
の
料
理
教
室
」

時
５
月
26
日
㈭
９
時
30
分
～
11
時
30
分

対
子
育
て
中
の
母
親
定
先
着
12
人

料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）他
無
料
託
児
あ
り

申
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
健
や
か
子
育
て
教
室「
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
」

時
６
月
16
日
㈭
10
時
～
11
時
30
分

対
子
育
て
中
の
母
親
定
先
着
15
人

料
１
，０
０
０
円（
材
料
代
）他
無
料
託
児
あ
り

申
５
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
。

【
有
料
広
告
】

 鉄道、バス、タクシー、フェリーといった公共
交通が大集合。ステージイベントをはじめ、鉄
道、バス、ICOCAの宣伝コーナー、Nゲージ運
転体験やフェリーに乗ってやってきた北海道の
物産販売などのイベントを実施。

時 ５月28日㈯ 10時〜16時
場 西駅交流センター
他 Nゲージ運転体験（５分200円）
問 企画政策課（☎66・1042）

公共交通を利用して来てください

舞鶴市公共交通フェスティバル
「のり乗りフェスタ」
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組

13
時
30
分
～
15
時

●
加
佐
公
民
館（
☎
83
・
０
０
３
６
）

時

５
月
19
日
㈭
～
12
月
８
日
㈭
に
計
10
回
、

13
時
30
分
～
15
時

●
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

時

６
月
２
日
㈭
～
11
月
10
日
㈭
に
計
８
回
、

13
時
30
分
～
15
時

●
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時

６
月
14
日
㈫
～
12
月
13
日
㈫
に
計
６
回
、

13
時
30
分
～
15
時

●
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時

６
月
16
日
㈭
～
11
月
24
日
㈭
に
計
８
回
、

13
時
30
分
～
15
時

●
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時

６
月
30
日
㈭
～
11
月
24
日
㈭
に
計
10
回
、

13
時
30
分
～
15
時

《
共
通
》

内
健
康
や
医
療
、
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

対
各
公
民
館
地
域
在
住
の
60
歳
以
上

申
電
話
で
対
象
公
民
館
へ
。

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

●
ろ
く
ろ
初
級
講
座

時
６
月
９
日
～
８
月
18
日
の
木
曜
日
に
計
５
回
、

14
時
～
16
時

定
５
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
８
，０
０
０
円（
粘
土
・
焼
成
料
別
）

申
５
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

●
手
び
ね
り
初
級
講
座

時
６
月
８
日
～
８
月
31
日
の
水
曜
日
に
計
６
回
、

14
時
～
16
時
定

15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

料
１
０
，０
０
０
円

申
５
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

募 

集

自
衛
官
な
ど

一
般
曹
候
補
生
や
自
衛
官
候
補
生
、
技
術
海

曹
・
技
術
空
曹
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

舞
鶴
ほ
っ
こ
り
写
真
展

７
月
15
日
㈮
～
８
月
18
日
㈭
に
展
示
す
る
舞

鶴
の
風
景
や
景
色
の
写
真
を
募
集
。
２
５
４

㍉
×
３
０
５
㍉
ま
で
、作
品
は
１
人
３
点
ま
で
。

申
５
月
６
日
㈮
～
７
月
８
日
㈮
に
郵
送
か
持

参
で
ま
な
び
あ
む（
〒
６
２
５
‐
０
０
３
５
字

溝
尻
１
５
０
‐
11
、
☎
64
・
４
０
６
０
、
ＦＡＸ

64
・
４
０
６
４
）へ
。

防
災
士
養
成
講
座
の
受
講
生

時

10
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
９
時
～
18
時（
２

日
は
17
時
ま
で
、防
災
士
資
格
試
験
含
む
）

場
ま
な
び
あ
む

定
先
着
50
人

料
５
，０
０
０
円（
試
験
合
格
後
の
防
災
士
資

格
登
録
代
）

他
専
用
テ
キ
ス
ト
の
事
前
学
習
と
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
が
必
要

申
受
講
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
６
月
10
日
㈮
ま
で
に

郵
送
で
危
機
管
理
・
防
災
課（
☎
66
・

１
０
８
９
）へ
。

古
写
真
彩
色
教
室

時
５
月
21
日
㈯
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
大
浦
会
館
内

A
I
ア
プ
リ
を
使
用
し
て

白
黒
写
真
を
カ
ラ
ー
に
す
る
技
術
を
学
ぶ

対
市
内
在
住
か
在
学
の
高
校
生
以
上

定

10
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
５
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
68
・

２
０
１
０
）へ
。

青
葉
山
ろ
く
公
園 

（
☎
、ＦＡＸ
62
・
２
３
３
９
）

●
貯
筋
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

時
５
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬
10
時
～
11
時

内
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
先
着
10
人

料
１
回
８
０
０
円

申
当
日
ま
で
に
氏
名
、電
話
番
号
を
電
話
で
。

●
青
空
パ
ー
ク
ヨ
ガ

時
５
月
13
日
㈮
・
27
日
㈮
９
時
～
10
時

定
先
着
20
人

料
８
０
０
円

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
５
月
14
日
㈯
９
時
～
13
時

定
先
着
96
人

料
６
０
０
円

申
５
月
11
日
㈬
ま
で
に
氏
名
、
電
話
番
号
を

窓
口
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

●
大
浦
会
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）

時

５
月
19
日
㈭
～
12
月
９
日
㈮
に
計
８
回
、

14
時
15
分
～
15
時

●
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時

５
月
19
日
㈭
～
12
月
１
日
㈭
に
計
８
回
、
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観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
を宣伝する動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

子
育
て

あ
そ
び
あ
む 
（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
５
月
20
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験

～
ひ
も
と
あ
そ
ぶ
～

時
５
月
15
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
４
か
月
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫

婦
で
の
参
加
可
）

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
０
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
か
み
と
あ
そ
ぶ
～

時
５
月
18
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験
～
ど
ろ
と
あ
そ
ぶ
～

時
５
月
25
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組
申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時

5
月
11
日
㈬
、
6
月
8
日
㈬
10
時
30
分
～

12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、

多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時

5
月
27
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室

●
ら
く
ら
く
ヨ
ー
ガ

時
５
月
18
日
㈬
10
時
か
ら

場
ま
な
び
あ
む
定
先
着
10
人

他
託
児
あ
り（
無
料
）

●
お
や
こ
で
う
ん
ど
う
遊
び

時
６
月
１
日
㈬
10
時
か
ら

場
総
合
文
化
会
館

定
先
着
30
組

《
共
通
》内
子
育
て
世
代
同
士
の
交
流

申
電
話
で
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。

ふ
れ
あ
い
学
級

時
６
月
～
12
月
の
火
曜
日
に
計
７
回
、
10
時

～
12
時

場
加
佐
公
民
館

内
子
育
て
を
通
じ
た
交
流
、
体
験
学
習
な
ど

対
市
内
在
住
で
、子
育
て
を
し
て
い
る
保
護
者

定
先
着
20
人

料
体
験
学
習
に
材
料
代
が
必
要
な
場
合
あ
り

他
託
児
あ
り（
無
料
）

申
５
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
83
・

０
０
３
６
）へ
。

そ
の
他

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

６
月
30
日
㈭
ま
で
、
各
自
治
会
な
ど
を
通

じ
て
災
害
時
の
救
護
・
支
援
活
動
な
ど
を
実

施
す
る
た
め
の
活
動
資
金
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
舞
鶴
市
地
区
事
務
局（
福

祉
企
画
課
内
、☎
66
・
１
０
１
１
）

５
月
は
消
費
者
月
間

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
考
え
よ
う
！
大
人
に

な
る
と
で
き
る
こ
と
、
気
を
付
け
る
こ
と
～

18
歳
か
ら
大
人
に
～
」。
消
費
者
が
消
費
や

サ
ー
ビ
ス
の
購
入
、消
費
、廃
棄
な
ど
を
考
え
、

環
境
に
優
し
い
商
品
の
購
入
や
食
べ
物
の
無

駄
を
な
く
す
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

 

《
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

危
険
物
安
全
週
間

６
月
５
日
㈰
～
11
日
㈯
は
危
険
物
安
全
週

間
。「
一
連
の 

確
か
な
所
作
で 

無
災
害
」
を

推
進
標
語
に
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
取
り

扱
い
注
意
の
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

《
消
防
本
部
》

流
域
治
水
の
取
り
組
み

豪
雨
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に
備
え
る

た
め
、
河
川
管
理
者
な
ど
の
治
水
対
策
だ
け

で
な
く
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
協
働
し

て
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ
せ
る
取
り
組

み
で
す
。
詳
し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
左
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
《
中
丹
広
域
振
興
局
》
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人
権
の
輪

全
て
の
人
に
優
し
い
文
字
へ

広
が
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

く
左
右
す
る
も
の
で
、読
み
や
す
さ
と
い
う
条

件
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、確
実
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点

を
置
け
ば
、誰
に
で
も
読
み
や
す
い
フ
ォ
ン
ト

を
選
ぶ
こ
と
は
大
切
な
視
点
に
な
り
ま
す
。

Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
は
学
校
教
科
書
で
の
採
用

が
進
ん
で
お
り
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
も
、

W
indows10

以
降
は
標
準
で
搭
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。普
段
は
気
が
付
か
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
精
神
は
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

※「
広
報
ま
い
づ
る
」も
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
メ

イ
ン
に
紙
面
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

《
人
権
啓
発
推
進
課
》

「
老
眼
が
進
ん
で
文
字
を
読
む
の
に
苦
労
す

る
」。社
会
の
高
齢
化
が
進
む
現
代
、そ
う
い
う

人
は
多
い
で
し
ょ
う
。小
さ
い
字
で
書
い
て
あ

る
と
単
純
な
数
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
さ

え「
３
」な
の
か「
８
」な
の
か
、も
し
か
し
て「
Ｓ
」

な
の
か
と
裸
眼
で
は
歯
が
立
た
ず
、老
眼
鏡
や

ル
ー
ペ
眼
鏡
を
取
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
も
最
近
、い
ろ
ん
な
場
面
で
読
み
や
す
い
書

体（
以
下「
フ
ォ
ン
ト
」と
表
記
）が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
左
下
の
英
数
字
を
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。ど
ち
ら
も
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
す
が
、上

は
従
来
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
フ
ォ
ン
ト
、下
は

最
近
使
わ
れ
始
め
た
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、文
字
の
中
の
隙
間
部
分
を
広
く

と
っ
て
、視
認
性
が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｄ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
略
。ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、年
齢
、性
別
、文
化
、

身
体
の
状
況
な
ど
、人
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
個

性
や
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、最
初
か
ら
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
都
市
や
建
物
、道
具
、仕
組
み
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
す
る

考
え
方
の
こ
と
で
す
。

フ
ォ
ン
ト
は
デ
ザ
イ
ン
全
体
の
印
象
を
大
き

ま
だ
雪
が
残
る
林
道
を
歩
い
て
い
る
と
、折

れ
て
落
ち
た
杉
の
枝
に
カ
ヤ
ラ
ン
が
付
い
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。カ
ヤ
ラ
ン
は
岩
手
県
以
南
の

湿
度
の
高
い
谷
間
な
ど
の
常
緑
樹
の
枝
に
長
い

ひ
げ
根
を
出
し
て
着
生
す
る
多
年
草
。春
、葉
の

間
か
ら
出
し
た
細
い
花
茎
に
淡
黄
色
の
花
を
４

～
５
個
ず
つ
開
く
。花
は
径
７
㍉
位
で
花
弁
は

さ
じ
状
。果
実
は
翌
春
に
熟
し
、粉
の
よ
う
な
種

を
風
で
飛
ば
す
。名
前
の
由
来
は
、２
列
に
並
ん

だ
葉
が
カ
ヤ
の
木
の
葉
に
似
る
こ
と
か
ら
。京

都
府
準
絶
滅
危
惧
種
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗

 Vol.184

カヤラン（ラン科）

Ｃ６９Ｓ８３

Ｃ６９Ｓ８３
▲上が従来のフォント（HG創英
角ｺﾞｼｯｸUB）、下がUDフォント

（FOT-UD角ゴ_スモール Pr6）

な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、舞
鶴
市
文
化
親
善
大
使
の

田
中
彩
子
さ
ん
か
ら
も
同
様
の
思
い
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
。
厳
し
い
境
遇
に
あ
っ
て
も
、

文
化
芸
術
に
触
れ
親
し
む
こ
と
で
、新
た
な
活

力
が
生
み
出
さ
れ
る
。仲
間
と
共
に
行
う
音
楽

活
動
を
希
望
す
る
子
ど
も
な
ら
誰
で
も
参
加
で

き
る
環
境
を
整
え
、お
互
い
を
認
め
合
い
な
が

ら
、仲
間
同
士
で
教
え
合
い
、助
け
合
っ
て
、目

標
を
達
成
す
る
喜
び
を
経
験
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、子
ど
も
達
が
、誇
り
と
自
信
、夢
と
希
望
を

持
ち
、積
極
的
な
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
。

市
民
や
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
て
、こ

の
よ
う
に
取
り
組
み「
子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て

い
き
た
い
。

子
ど
も
達
の
生
き
る
力
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長

期
化
し
、日
々
の
暮
ら
し
に
影
を
落
と
す
中
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、厳
し
い
境
遇
に
あ
っ

て
も
、希
望
を
持
っ
て
人
生
を
歩
め
る
環
境
を

作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。舞
鶴
市
在
住
や
出

身
の
若
者
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
の
分

野
で
、全
国
的
あ
る
い
は
世
界
的
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。そ
の
一
方
で
、障
害

や
虐
待
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
課
題
を
抱
え

る
子
ど
も
達
も
い
る
。

「
少
し
で
も
ハ
ン
デ
ィ
を
持
た
せ
ず
社
会
に

送
り
出
し
て
や
り
た
い
」こ
れ
は
私
の
強
い
思

い
で
あ
り
、こ
れ
こ
そ
が
行
政
が
果
た
す
重
要

ド
ク
タ
ー
Ｔ
の
ひ
と
り
ご
と　
　

　
　
　
　
～
そ
の
１
１
２
～
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受
動
喫
煙
の
大
半
は
、室
内
の
空
気
中
に
滞

留
し
て
い
る
た
ば
こ
の
煙
を
知
ら
ず
知
ら
ず
、

吸
う
こ
と
で
起
き
て
い
ま
す
。特
に
、今
日
の

住
宅
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
た
め
気
密
性
が

高
く
、こ
の
状
態
が
長
く
続
い
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、煙
の
出
な
い
加
熱
式
た
ば
こ
も
、紙
巻

た
ば
こ
と
同
様
に
有
害
物
質
が
出
て
い
る
の

で
、受
動
喫
煙
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
で
き
れ
ば
禁
煙
、無
理
な
ら
節
煙

❖
家
庭
内
で
は
吸
わ
な
い

❖
吸
う
な
ら
屋
外
で
吸
い
、吸
っ
た
後
は
た

ば
こ
の
臭
い
が
体
か
ら
消
え
る
ま
で
子
ど

も
の
そ
ば
に
は
近
寄
ら
な
い

❖
定
期
的
に
換
気
す
る

　
子
ど
も
は
大
人
と
比
べ
呼
吸
回
数
が
多
く
、

親
と
親
密
な
身
体
接
触
が
多
い
た
め
、親
の

た
ば
こ
の
害
を
ま
と
も
に
受
け
て
し
ま
い
ま

す
。自
身
の
健
康
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
や
家

族
の
健
康
た
め
に
も
、ぜ
ひ
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　
禁
煙
が
自
力
で
難
し
い
場
合
は
、禁
煙
を
応

援
し
て
く
れ
る
ア
プ
リ
の
利
用
や
禁
煙
外
来
が

あ
る
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。禁

煙
治
療
に
保
険
が
使
え
る
医
療
機
関
も
あ
り
ま

す（
詳
し
く
は
、下
コ
ー
ド
の
日
本
禁
煙
学
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）。

　
意
図
せ
ず
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
っ
て

し
ま
う
こ
と
を 

「
受
動
喫
煙
」と
い
い
ま
す
。

喫
煙
す
る
人
以
外
も
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
、

多
く
の
病
気
な
ど
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
研
究
班
の
推
計
で
は
、家
庭
や

職
場
で
の
受
動
喫
煙
が
原
因
で
１
年
間
に
約

１
５
，０
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。特
に
、成
長
発
達
期
に
あ
る
子
ど

も
へ
の
受
動
喫
煙
で
、気
道
ア
レ
ル
ギ
ー
が

悪
化
し
て
ぜ
ん
そ
く
が
治
り
に
く
く
な
っ
た
り
、

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）が
増
え

る
な
ど
健
康
へ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
へ
の
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
こ

と
は
、大
人
の
務
め
で
す
。

　
子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
、呼
吸
器
や
中
枢

神
経
の
発
達
が
未
熟
で
、身
体
的
な
影
響
を

受
け
や
す
い
で
す
。両
親
が
喫
煙
す
る
場
合
、

両
親
と
も
に
喫
煙
し
な
い
場
合
と
比
べ
て
、

子
ど
も
は
約
２
・
２
倍
の
頻
度
で
気
管
支
炎

や
肺
炎
を
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
の
体
へ
の
影
響
】

❖
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
、治
り
に
く
い
❖
中

耳
炎
や
歯
肉
の
黒
ず
み
・
歯
周
病
❖
身
長
の

伸
び
が
悪
く
な
る
❖
脳
の
働
き
が
悪
く
な
る

❖
妊
娠
中
で
は
、低
出
生
体
重
児
や
流
産
・

早
産
の
リ
ス
ク
❖
S
I
D
S
の
リ
ス
ク

❖
空
気
清
浄
機
・
換
気
扇
…
空
気
清
浄
機
や

換
気
扇
に
は
周
辺
の
た
ば
こ
の
煙
を
全
て

吸
引
す
る
ほ
ど
の
吸
引
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、空
気
清
浄
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
は
た

ば
こ
の
有
害
物
質
を
許
容
レ
ベ
ル
ま
で
減

ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
煙
に
含
ま
れ

る
有
害
物
質
は
、空
気
中
を
漂
い
、や
が
て

建
物
全
体
に
広
が
り
ま
す
。

❖
完
全
に
仕
切
っ
た
喫
煙
室
…
喫
煙
者
の
出

入
り
の
際
に
、た
ば
こ
の
煙
が
人
の
動
き

と
と
も
に
喫
煙
室
の
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

ド
ア
の
開
閉
も
手
伝
い
、喫
煙
室
内
の
空
気

が
室
外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

❖
屋
外
で
の
喫
煙
…
喫
煙
者
の
服
に
有
害
物

質
が
つ
い
て
し
ま
い
、空
気
中
に
拡
散
さ
れ

ま
す
。喫
煙
後
も
、喫
煙
者
の
吐
く
息
か
ら

は
有
害
物
質
が
出
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
受
動
喫
煙

マ
イ
健
康
通
信

ホ
ッ
ト
な
健
康
情
報
を
お
届
け
！

受
動
喫
煙
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影
響

子
ど
も
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る
た
め
に

分
煙
の
限
界

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）
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掲
載
さ
れ
て
い
る
飲
食
店
に
も
卸
し
て
い
ま
す
。

市
外
の
料
理
店
に
魚
を
卸
す
時
は
、魚
の
鮮
度

や
処
理
過
程
を
収
め
た
動
画
も
合
わ
せ
て
送
っ

て
い
ま
す
」と
卸
し
先
へ
の
配
慮
も
語
る
。

高
級
店
で
取
り
扱
っ
て
い
る
魚
と
聞
く
と
手

が
届
か
な
い
よ
う
な
高
級
魚
と
感
じ
る
人
も
多

い
と
思
う
が
、高
級
店
で
味
わ
え
る
く
ら
い
お

い
し
い
魚
を
市
内
の
鮮
魚
店
で
手
軽
に
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

若
い
世
代
の
関
心
を

若
い
世
代
に
魚
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
平
成
22
年
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
開
始
。最
初
に
魚
の
写
真
や
販
売
し
て
い
る

価
格
な
ど
を
紹
介
を
し
た
と
こ
ろ
、若
い
世
代

か
ら
の
反
響
が
あ
り
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

と
感
じ
た
そ
う
。「
妻
か
ら
魚
を
さ
ば
い
て
い

る
動
画
を
投
稿
し
た
ら
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
、卸
し
先
に
送
っ
て
い
る
動
画
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
見
事
的
中
。

若
い
世
代
か
ら「
夫
が
釣
り
を
す
る
か
ら
今
度

さ
ば
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」「
今
ま
で
さ
ば
か

れ
た
も
の
を
購
入
し
て
い
た
が
今
度
は
自
分
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
う
」「
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
自
分
で
し
て
み
る
」な

ど
数
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。今
は

従
業
員
に
も
ど
ん
な
こ
と
を
動
画
で
知
り
た
い

か
を
聞
き
、動
画
投
稿
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

「
投
稿
す
る
動
画
を
見
て
少
し
で
も
魚
へ
の

皆
さ
ん
は
普
段
魚
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。

「
若
い
世
代
は
あ
ま
り
魚
を
買
わ
な
い
」「
魚

は
肉
に
比
べ
て
値
段
が
高
い
」。
魚
食
離
れ
が

進
む
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
水

産
関
係
者
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

魚
を
食
べ
る
人
を
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
と
試
行
錯
誤
す
る
中
で
、S
N
S
を

使
っ
て
魚
の
さ
ば
き
方
を
詳
し
く
説
明
す
る
動

画
を
発
信
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
に
も
関
心
・

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
鮮
魚
店
の
水
嶋
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

若
い
世
代
に
魚
へ
の
関
心
を

　
～
S
N
S
を
通
し
て
伝
え
た
い
思
い
～

さかなや　水嶋鮮魚店

水嶋 直樹 さん

Vol.95

魚
を
知
っ
て
ほ
し
い
・
食
べ
て
ほ
し
い

昭
和
23
年
に
創
業
し
、舞
鶴
の
漁
港
で
仕
入

れ
た
新
鮮
な
魚
を
販
売
し
て
い
る「
水
嶋
鮮
魚

店
」。３
代
目
店
主
の
水
嶋
さ
ん
は
、地
元
の
魚

を
１
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
・
食

べ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
営
む
。「
魚
は
肉
に

比
べ
て
価
格
が
高
い
の
で
、皆
さ
ん
が
魚
を
買

い
や
す
い
よ
う
店
頭
で
は
魚
の
刺
身
や
切
り
身

を
１
５
０
～
２
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、子
育
て
世
帯
向
け
に
は
天
然
の
タ
イ
や

ヒ
ラ
メ
な
ど
を
離
乳
食
に
も
活
用
で
き
る
よ
う

処
理
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。お
客
さ
ん
か
ら

『
こ
こ
で
す
よ
ね
、離
乳
食
で
有
名
な
お
店
は
』

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」と
笑
顔
で

話
す
。

高
級
店
の
魚
を
市
内
で
味
わ
え
る

「
店
頭
販
売
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市
内
の
飲

食
店
を
中
心
に
全
国
の
飲
食
店
に
魚
を
届
け
、有

名
な
５
つ
星
ホ
テ
ル
や
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、う
ち
の
店
で
な
く
て

も
魚
を
購
入
す
る
人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で

す
し
、そ
ん
な
動
画
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。
10
年
後
20
年
後
を
見
据
え
た
時
、魚

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が
減
っ
て
い
く
の
を

危
惧
し
て
い
ま
す
。こ
の
動
画
が
ひ
と
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」と
未
来
を
見
据
え
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。

「
購
入
者
が
増
え
れ
ば
食
べ
る
人
も
増
え
ま

す
。一
番
は
地
元
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い

の
で
、こ
の
動
画
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て

ほ
し
い
で
す
」。S
N
S
で
世
界
中
の
人
と
つ

な
が
る
中
で
も
地
元
を
愛
す
る
水
嶋
さ
ん
は
、

地
産
地
消
の
精
神
を
何
よ
り
大
切
に
今
日
も
動

画
投
稿
を
続
け
て
い
く
。

▲仕入れた魚をさばいている動画を撮影している様子
　右下は水嶋鮮魚店フェイスブックのQRコード

リサイクルプラザの休場 ５/15㈰ ・ 21㈯ ・ 29㈰ ・ 31㈫、6/4㈯

納期…５/31㈫ 軽自動車税（全期）
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毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

５/  1 ㈰　８：30から
５/  4 ㈷　８：30から
５/14 ㈯　開業医の診療終了後
５/15 ㈰　８：30から
６/  4 ㈯　開業医の診療終了後
６/  5 ㈰　８：30から

５/  5 ㈷　８：30から
５/21 ㈯　開業医の診療終了後
５/22 ㈰　８：30から

５/  3 ㈷　８：30から
５/  7 ㈯　開業医の診療終了後
５/  8 ㈰　８：30から
５/28 ㈯　開業医の診療終了後
５/29 ㈰　８：30から

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

５/１㈰・４㈷・15㈰、６/５㈰ 
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

５/５㈷・22㈰　
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

５/３㈷・８㈰・29㈰　
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を。

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、大西医院（浜、☎62・0116）、
鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください。

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを。
リサイクルプラザの休場 ５/15㈰ ・ 21㈯ ・ 29㈰ ・ 31㈫、6/4㈯

納期…５/31㈫ 軽自動車税（全期）

休
日
診
療

2
0
2
2
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　
5
／
10
〜
6
／
10 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

５/ １㈰・15 ㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

５/ ３㈷・８㈰・
29 ㈰

まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

５/ ４㈷、
６/ ５㈰

フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合
（☎080・3770・6767、 営業時間：8：00～
17：00）

5/22㈰
9：30～11：15 ジュンテン

ドー西舞鶴
モール13：00～15：30

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催。

無
料

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

福祉のお仕事相談 5/10㈫ 13：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

就職個別相談 5/11㈬・18㈬・25㈬ 10：00～16：00

若者サポートステーション出張相談 5/12㈭・19㈭・26㈭ 10：00～15：00

ＪＰカレッジ 5/12㈭・26㈭ 13：30～15：30

就労準備支援個別相談 5/13㈮・20㈮・27㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 5/16㈪ 10：00～16：00

看護職就業相談会 6/6㈪ 13：30～15：00

ひとり親家庭就労相談 5/10㈫・24㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談会 5/18㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育

定例教育委員会 5/19㈭ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

療育相談 5/23㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

福
祉

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺産相続・遺言など） 5/11㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

身体障害者相談 5/25㈬ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課
☎66・1033、℻62・7957巡回更生相談 6/7㈫ 13：15～15：00 身障センター

行
政
・
法
律

行政書士相談 5/10㈫、6/7㈫ 13：30～15：30 市役所本館

生活支援相談課　☎66・1006

行政相談 5/10㈫ 14：00～15：30 西総合会館
巡回市民相談 5/10㈫ 14：00～15：30 西総合会館
税理士相談 5/11㈬、6/1㈬   9：00～12：00 市役所本館
司法書士法律相談 5/12㈭、6/2㈭ 13：30～16：30 市役所本館
公証人相談 5/17㈫ 13：30～15：30 市役所本館
土地家屋調査士相談 5/17㈫ 13：30～15：30 市役所本館

弁護士市民法律相談 5/20㈮ 13：00から 市役所本館

弁護士多重債務法律相談 6/9㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

人
権

特設人権相談 5/12㈭、6/2㈭ 13：00～16：00 中丹広域振興局
法務局舞鶴支局　☎76・0858

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 5/16㈪・23㈪・30㈪
6/6㈪

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

女性のための相談室 平日   8：30～17：15 ‐ 女性のための相談室
☎66・5001

健
康

出張がん個別相談 5/19㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 5/26㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 5/24㈫ 11：00～12：00
13：00～16：00 市役所本館 生活支援相談センター

☎66・5001ひきこもり支援巡回相談 6/3㈮   9：00～12：00 市役所本館

要申込

要申込

要申込

申込優先 〈定員12人〉

5/10㈫までに申込
要予約 〈先着3人〉

5/18㈬ 8：30～12：00に申込
〈定員11人 （抽選）〉

6/8㈬ 16：00までに申込
〈先着3人〉

5/21㈯ までに申込
〈先着5人〉

5/18㈬ 16：00までに申込
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広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 5 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. 今月から紙面のデザインを一部変更していま

す。印象はどうですか？

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（下コードからアクセス可）」で①アンケート
の回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電話
番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、5
月 25 日㈬（消印有効）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１通。当選者は全てのアン
ケートに回答があった人の中から抽選
で決定。発表は発送をもって代えさせ
ていただきます

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

10名

4月号の人気記事
● 同率１位…よし、選挙行こう（12票）
● 同率１位…まいづる元気人（12票）
● ３位…赤れんがパークが変わります‼（11票）
　選挙を特集した記事と㈱モリシオの鳴海さんを取り上げたまいづる元気
人が同率1位を獲得しました。
　選挙特集には「1人でも多くの人に政治に関心を持ってもらい、1人ひとり
が主役となり、それを行政が手助けをする。自立する市民性を育むことが大
切に思う」「今まで無関係に思っていたが、コロナでいろんな人が国民のた
めに頑張っているのを見て、選挙に行くことは大事だと思った」「私にとって
次が初めての選挙になるので、少しでも不明点を解消して選挙にのぞめる」

「選挙も電子化してほしい」などのコメントがありました。
　まいづる元気人には「昔のように動物は山奥で人間は麓

ふもと
でお互い安全に

暮らせる未来がくるのではと希望が持てた」「放棄山林や崩れかけの斜面を
見るたびに気になっていたので、鳴海さんの理念、活動にとても興味をそそ
られた」「鳴海さんの言葉は力強く今後も舞鶴になくてはならない存在だと思っ
た」「『海の京都』の舞鶴は、海や魚だけが注目されがちだが森の存在も忘れ
てはならない。森と海が循環しての舞鶴。その元となる森林を守る活動をす
る人の紹介はうれしかった」などのコメントがありました。
4月号広報アンケート
● 広報まいづるでどんな特集を読みたいと思いますか？
　❖市役所のいろんな課の紹介❖グルメ特集❖地域の人だけが知っている
良いところ❖イベントの企画から開催まで❖移住者特集など多くのご意見
をいただきました。「特集します！」とすぐに言えないのはもどかしいですが、
いただいた意見を参考に今後も皆さんが読みたいと思える広報紙、愛され
る広報紙を目指します。引き続き意見や感想をお待ちしています。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《広報広聴課》

東舞鶴の居酒屋「弾正」がオリジナルジビエおつまみ缶詰
を開発、販売！

舞鶴加佐産「鹿」「鶏」、宮津産「猪」をメイン食材にした地
産地消の缶詰です。地元の事業者とコラボし、お酒に合う味
付けに仕上がっています。自宅で楽しむのはもちろん、お土
産にも大人気。

缶詰の購入もお食事もぜひ「弾正」で！

【提供】弾正(Kaishin㈱)浜620、☎77・8778）

「鹿
し か か し ょ う づ け

花椒漬缶」「鶏
と り う め せ ん ち ゃ づ け

梅煎茶漬缶」
「猪

い の し し し ぐ れ に

時雨煮缶」
おつまみ缶詰３種セット

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

抽選で

広報まいづる
4 月号

声　読者から　
寄せられた声

4月10日時点

10代（1）
20代（1）

30代（6）

40代（12）

50代（13）

60代（18）

80代（2）

70代（13）

応募者
年代

66件

フォーム
53件

はがき
13件

応募件数

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
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